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都道府県
対象野菜
対象市場群
対象出荷期間


指定野菜価格安定対策事業
認定区分変更申請書


番号
年　　月　　日
独立行政法人農畜産業振興機構
理事長　　　　　　　　　殿

申込者
住所
登録出荷団体名（登録生産者名）
代表者氏名
（注：登録生産者が個人の場合は「登録生産者名、代表者氏名」に替えて「登録生産者名」とする。）

独立行政法人農畜産業振興機構業務方法書（以下「業務方法書」という。）第111条第３項の規定により通知のあった認定区分について、業務方法書実施細則第35条の２第２項の規定により、下記のとおり、認定区分の変更を申請します。

記
１　認定に係る業務区分
（１）対象野菜	　　　　　　　　　　
（２）対象出荷期間	　　　　　　　　　　
２　通知された認定区分	　　　　　
３　変更を申請する理由（勘案すべき事情など）
４　添付資料	・上記３の理由を証明できる資料
・業務方法書第111条第３項の規定による通知文書の写し
・その他の関係資料


※郵送で申請する場合は、欄外に責任者及び担当者の氏名、連絡先を記載すること。


【添付資料の様式例】

１　○○○の播種・生育・出荷状況
　　※各項目について、気象状況を関連させて簡潔に記述すること。
（１）播種状況
（２）生育状況
（３）出荷状況
（４）○○○の主要作型
	
	令和○年○月
	令和○年○月
	令和○年○月
	令和○年○月

	
	上旬
	中旬
	下旬
	上旬
	中旬
	下旬
	上旬
	中旬
	下旬
	上旬
	中旬
	下旬

	平年
	播種
	定植
	収穫・
	出荷

	本年
	播種
	定植
	
	収穫・出荷


　注：播種～出荷終了までの期間について記入すること。

２　６カ年の○○○の出荷実績
（単位：kg）
	

	対象出荷期間前

	○月

	○月

	対象出荷期間計

	対象出荷期間後


	
	供給
計画
①
	出荷
数量
②
	対比％
②／①
	供給
計画
①
	出荷
数量
②
	対比％
②／①
	供給
計画
①
	出荷
数量
②
	対比％
②／①
	供給
計画
①
	出荷
数量
②
	対比％
②／①
	供給
計画
①
	出荷
数量
②
	対比％
②／①

	○
年
	○○ブロック
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○ブロック
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他出荷先
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	

	

	
当
該
年
	○○ブロック
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○ブロック
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他出荷先
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


注1：出荷時期のずれがわかるように当該業務区分の対象出荷期間およびその前後の期間を含むよう記入すること。
注2：対象月が前半（1日～15日）又は後半（16日～31日）となる場合はそのように記入すること。
注3：６か年には、当該年を含む。

３　６カ年の作付実績等
	
	作付面積（ha）
	10a当たり収量（kg）
	収穫量（ｔ）
	出荷量（ｔ）

	
○年

	
	
	
	

	

	

	
当該年

	
	
	
	


注１：６か年には、当該年を含む。

４　気象状況
（１）当該地域の気象状況（観測地点名：○○○、データ入手先：○○○○）
	
	平均気温（℃）
	降水量（mm）
	日照時間（h）
	備考

	
	本年
	平年
	差
	本年
	平年
	平年比
	本年
	平年
	平年比
	

	○年

○月
	上旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	中旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	下旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
○月
	上旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	中旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	下旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


注１：播種～出荷終了までの期間について記入すること。
注２：併せてグラフも添付すること。

（２）気象状況と播種・生育・出荷状況
	播種・生育・出荷に影響を与えた時期と気象状況
	播種・生育・出荷への影響

	○月○旬
	
	

	○月○旬
	
	

	○月○旬
	
	

	○月○旬
	
	


注１：播種・生育・出荷に影響を与えたと考えられる時期を抜粋し、簡潔に記述すること。
注２：異常な気象に起因する場合（台風、大雨、降雹、降霜、病虫害等）は県、普及センター、市町村、ＪＡによる被害調査報告書等の写し及び被害状況の写真等を添付すること。




（３）　○○○の等階級（サイズ）別出荷比率
	　　　　　　　　出荷等級

	○○
	○○
	○○
	○○
	○○
	○○
	○○
	計

	· 月
（旬）
	本年
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	平年
	
	
	
	
	
	
	
	

	· 月
(旬)
	本年
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	平年
	
	
	
	
	
	
	
	


注１：気象要因により小玉化したため出荷数量が減少したとみられる場合には、本表を添付すること。
注２：原則として平年は過去5か年（当該年を含まない）の平均値とすること。

４　野菜需給均衡総合推進対策事業実施要領に基づく緊急需給調整の実績数量等（必要がある場合に記載）
（単位：ｔ）
	
	○年○月
○旬（期間外）
	○年○月
○旬（期間内）
	○年○月
○旬（期間内）
	○年○月
○旬（期間外）
	計

	生産出荷団体緊急需給調整事業
（　　　　　）

	
	
	
	
	


注１：事業名の下の（　）内は産地調整（出荷促進・出荷抑制）、加工用販売、市場隔離（その他市場隔離、有効利用用途等の具体的な対応を記入すること。
注２：緊急需給調整等が当該業務区分の対象出荷期間の前後の月に実施された場合にも、本表を添付すること。
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